
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年12月2日
会　員　各位
公益社団法人 八幡薬剤師会

会長 　脇 園　隆 二

第4回薬剤師のためのベッドサイドティーチング2016
webセミナー開催のお知らせ
時下　ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

今年度も、ファイザー（株）のＫｅｙ局と八幡薬剤師会をインターネットで結んで行われるセミナーを下記のごとく開催します。
　案内にも書かれてある通り、がんの治療は外来で行われることが多くなりました。

レジメンなどを知っていると、処方漏れなど、患者が服薬できなかったとき、さらにオンコロジーエマージェンシーへの対応も気付くことになります。
今回も是非、多くの先生方に参加していただきたいと思います。会場の都合上、参加されます方はFAX(661-1066)にてお申込み下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

日　時　　平成2８年１２月１４日（水）　19：00〜21：00

場　所　　八幡薬剤師会館　

内　容　　抗がん剤治療の実際
講　師　　聖路加国際病院　腫瘍内科　部長　山内　照夫 先生
※日本薬剤師研修センター集合研修単位は１単位つきます。
【 今 回 要 旨 】
がんは昭和56年以降本邦において死因第1位となっている。近年抗がん剤治療は新規抗がん剤や分子標的薬の出現で効果や安全性の点でがん治療における位置づけが変化してきている。抗がん剤治療の多くは外来で行われるようになっており、抗がん剤治療を外来で安全かつ効果的行うために薬剤師の抗がん剤治療における役割が非常に重要になってきている。現在、抗がん剤治療は外来に移行してきており、中でも調剤薬局薬剤師にも抗がん剤治療の知識を求められるようになってきている。
抗がん剤の適応は、がん種や進行度によっても異なり、また、その目的も異なる。目的に応じた治療薬選択や副作用対策が行われている、通常臨床で頻繁に遭遇する代表的ながん種におけるレジメンの薬剤やスケジュールに精通していることが求められる。
これら外来抗がん剤治療の実際を米国や聖路加国際病院における実情を紹介しながら、薬剤師としての注意点や期待される技能について解説する。

【 今 後 の 予 定 】

　第5回　　 2月15日（水）  ・内　容　「循環器編」　　・講　師　　香坂先生
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